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事業の趣旨と実施体制

流通段階を含む食料供給コストの縮減を図るため、
電子タグ等の新技術を活用した食品流通のビジネスモデルを策定

目目 的的

農林水産省農林水産省

実証団体実証団体

検討委員会事務局検討委員会事務局
((食品需給研究センター食品需給研究センター))

報告要請、
指導、助言

補助

報告

報告

補助 報告

実施体制実施体制

•農林水産省の補助事業

•平成20年度から5カ年計画

•事業期間は1年間

•実証試験は1年ごとに採択

•食品需給研究センターが業界関

係者及び学識経験者により構成

する検討委員会を開催し、実証

団体に指導・助言

事業の概事業の概 要要
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検討委員会検討委員会
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平成平成2020年度　実証試験１年度　実証試験１

TT--EngineEngineフォーラムフォーラム
アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理



　T-Engineフォーラム アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理

開発する「新技術活用ビジネスモデル」の概要開発する「新技術活用ビジネスモデル」の概要

■ 青果物のロケーション管理ビジネスモデルの確立・検証

ucodeアクティブタグを割り振られた青果物（具体的には通い容器）が市場内や倉庫内など

において、どの場所に置かれているかをリアルタイムに情報取得し管理するロケーション管

理に特化したシステムを開発、導入

■ 食品物流の安全･安心を担保可能なビジネスモデルの確立･検証

ucodeアクティブタグに内蔵した温度センサーを用い、配送途中の商品の温度履歴を管理し、

本ロケーション管理システムと連動することで、商品の荷受や出荷時刻の管理などを含め、

商品がどのような環境で流通しているかを事業者が正確に把握することが可能

これら情報を与えられた権限に従い、事業者を含めたプレーヤーにフィードバックすること、

また、その事業者が、消費者からの問い合わせに対してトレーサビリティ情報（商品の安全・

安心）として提供可能なビジネスモデルの確立、検証を実施
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　T-Engineフォーラム アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理

対象段階対象段階

産 地

卸売市場（卸）

買参人（パッケージセンター）

流通（保管エリア）

物流（物流センター）

小売（入荷）

小売（店内）

回収・洗浄（回収センター）

青果物の流れ

青果物＋

通い容器の流れ

通い容器の流れ

今回の対象範囲
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　T-Engineフォーラム アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理

対象品目対象品目

■対象品目

青果物、生鮮食品（多品目）

■じゃがいも、玉ねぎ、白菜、大根等のカット品

■品目にはこだわらず、対象期間に流通している旬の青果

物の内、パッケージセンターで処理できるものを、多品目

に渡り対象とする
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　T-Engineフォーラム アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理

実証に協力するフードチェーンの事業者実証に協力するフードチェーンの事業者

実施主体：T-Engineフォーラム
　　※ユビキタスＩＤセンター（サポート）

　　※ＹＲＰユビキタス・ネットワーキング研究所（サポート）

買　参　人
パッケージ

小売：㈱イトーヨーカ堂

ITシステム担当：ユーシーテクノロジ㈱

物流：横浜ロジスティクスサービス㈱

流通（卸）：横浜丸中青果㈱

加工段階

流通段階

小売段階

（システム開発）

横浜市場センター㈱

流通（回収）：三甲リース㈱
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　T-Engineフォーラム アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理

開発システム開発システム（（1/21/2））
-- アクティブタグの取付方法アクティブタグの取付方法

■ 通い箱の長側面内側にあるスペースに取り付け

スペースが存在する通い箱を使用する

登録用のバーコード
長側面の内側

00010001

アクティブタグ
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　T-Engineフォーラム アクティブタグ内蔵の通い容器を用いた青果物のロケーション管理

開発システム開発システム（（2/22/2））
-- ロケーション（位置）把握の仕組みロケーション（位置）把握の仕組み

管理フロア

区画Ａ

区画Ｂ

区画Ｃ

区画Ｄ

基地局

電波による

区画認識範囲

位置特定（区画Ａ） 位置特定（区画Ｄ）

※基地局：実際は柱の上部に設置

　　　　　　　　　半径6～7ｍの粒度でタグをカバー
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平成平成2020年度　実証試験２年度　実証試験２

株式会社　株式会社　TKRTKRビジネスサポートビジネスサポート
商品と通い容器への商品と通い容器へのRFIDRFID貼付による貼付による

日配品流通のトレーサビリティと効率的作業体系の確立日配品流通のトレーサビリティと効率的作業体系の確立
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商品と通い容器へのRFID貼付による日配品流通のトレーサビリティと効率的作業体系の確立株式会社　TKRビジネスサポート

事業の目的

　ＲＦＩＤを活用した食品流通における『加工センターからの出荷～配送センターでの入出荷～小売への納品』までの

商品／通い容器のトレーサビリティ、及び効率的な作業体系を確立し、ビジネスモデルを構築します。

＜ＲＦＩＤ（ＩＣタグ）新技術活用のために次の３つを実施します。＞

１．商品トレーサビリティ

　加工センターからの出荷～配送センターでの入出荷～小売への納品という一連の流通業務でＲＦＩＤを商品（受発注単位）に

　貼付し、自動認識機能を適用し入出荷時に大量の商品情報を瞬時に読み取り、トレーサビリティの情報を収集し活用します。

　各段階での入出荷業務作業の効率化、及びトレーサビリティデータを活用し商品の流通経路を把握できる効果が見込まれます。

１．商品トレーサビリティ

　加工センターからの出荷～配送センターでの入出荷～小売への納品という一連の流通業務でＲＦＩＤを商品（受発注単位）に

　貼付し、自動認識機能を適用し入出荷時に大量の商品情報を瞬時に読み取り、トレーサビリティの情報を収集し活用します。

　各段階での入出荷業務作業の効率化、及びトレーサビリティデータを活用し商品の流通経路を把握できる効果が見込まれます。

２．通い容器トレーサビリティ

　食品流通におけるトレーサビリティで商品の通い容器は重要な役割であり、その通い容器にもＲＦＩＤを貼付し、自動認識機能

　を適用し、そのトレーサビリティの情報を収集し活用します。

　トレーサビリティデータを活用し追跡を行うことで、通い容器等の紛失ロスを削減する効果が見込まれます。

２．通い容器トレーサビリティ

　食品流通におけるトレーサビリティで商品の通い容器は重要な役割であり、その通い容器にもＲＦＩＤを貼付し、自動認識機能

　を適用し、そのトレーサビリティの情報を収集し活用します。

　トレーサビリティデータを活用し追跡を行うことで、通い容器等の紛失ロスを削減する効果が見込まれます。

３．受発注情報と納品情報の「見える化」を実現するＡＳＰ情報センターの構築

　現行の商品コードとＲＦＩＤを対応付けるためにデータベース（商品マスタ）を構築します。このデータベースは現状使用されて

　いる商品コード（ＪＡＮ・生鮮ＪＡＮ・ＰＢ）とＲＦＩＤコード体系を融合した商品マスタで、各段階の商品コードを共有化し、

　加工センター、卸売、配送センター及び小売の各段階をリアルタイムで連結します。

　また、ＲＦＩＤを活用した商品／通い容器のトレーサビリティ情報、受発注データ及びそれらの統計データを、上記の商品

　マスタと関連づけて情報センターに蓄積させます。

　この情報は各段階に提供される受発注情報や納品情報を「見える化」し、従来のＦＡＸ、電話等のデータが電子化されることに

　よる商品の統計情報の収集と活用、各段階での在庫管理の容易性による適正在庫化が見込まれます。

　かつ、各段階での商品／通い容器のトレーサビリティ情報の共有にも利用できます。

３．受発注情報と納品情報の「見える化」を実現するＡＳＰ情報センターの構築

　現行の商品コードとＲＦＩＤを対応付けるためにデータベース（商品マスタ）を構築します。このデータベースは現状使用されて

　いる商品コード（ＪＡＮ・生鮮ＪＡＮ・ＰＢ）とＲＦＩＤコード体系を融合した商品マスタで、各段階の商品コードを共有化し、

　加工センター、卸売、配送センター及び小売の各段階をリアルタイムで連結します。

　また、ＲＦＩＤを活用した商品／通い容器のトレーサビリティ情報、受発注データ及びそれらの統計データを、上記の商品

　マスタと関連づけて情報センターに蓄積させます。

　この情報は各段階に提供される受発注情報や納品情報を「見える化」し、従来のＦＡＸ、電話等のデータが電子化されることに

　よる商品の統計情報の収集と活用、各段階での在庫管理の容易性による適正在庫化が見込まれます。

　かつ、各段階での商品／通い容器のトレーサビリティ情報の共有にも利用できます。
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商品と通い容器へのRFID貼付による日配品流通のトレーサビリティと効率的作業体系の確立株式会社　TKRビジネスサポート

西武酪農乳業㈱

埼玉県日高市野々宮

（有）工藤商店

埼玉県川越市萱沼

㈱グルメン厚木第一センター

神奈川県厚木市岡田

アットマート

茅ヶ崎店　上溝店

加工センター 配送センター 小売

　洋日配：酪農家のおすすめ牛乳　１０００ｍｌ

　　　　　規格：（2350mm×700mm×700mm）

　和日配：小結びしらたき

　　　　　規格：（166mm×124mm×30mm）

対象段階と対象品目

（１）対象段階

（２）対象品目
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商品と通い容器へのRFID貼付による日配品流通のトレーサビリティと効率的作業体系の確立株式会社　TKRビジネスサポート

新技術活用ビジネスモデル概要

このビジネスモデルを実証することにより、出荷から納品までのトレーサビリティを確立でき、食品流通の効率化を実現します。

ＲＦＩＤ読取で入荷検品
／出荷検品の効率化に
活用する。

ＲＦＩＤ読取で入荷検品
／出荷検品の効率化に
活用する。

発注の効率化や、

入荷検品の効率化

に活用する。

発注の効率化や、

入荷検品の効率化

に活用する。

小売

配送センター

加工センター　
　　

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

配送センター

小売

空箱で回収

納品

納品

加工センター

卸　売

＜ 受発注活用 ＞

共有型データベースで受発注の効率化や
入出荷情報の『見える化』に活用する。

＜ 商品トレーサビリティ活用 ＞

出荷の過程から小売までの商品　　　　
トレーサビリティを行います。

＜ 容器トレーサビリティ活用 ＞

通い容器にＲＦＩＤ（ＩＣタグ）を　　
　貼付し、出荷～納品～回収での　　　
　トレーサビリティと在庫管理を行いま

す。

通い容器にＲＦＩＤを貼付
し、通い容器のトレーサビ
リティに活用する。

通い容器にＲＦＩＤを貼付
し、通い容器のトレーサビ
リティに活用する。

受発注単位にＲＦＩＤを

貼付し、商品のトレーサ

ビリティに活用する。

受発注単位にＲＦＩＤを

貼付し、商品のトレーサ

ビリティに活用する。
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商品と通い容器へのRFID貼付による日配品流通のトレーサビリティと効率的作業体系の確立株式会社　TKRビジネスサポート

今回対象業務

原料

製造工程

品揃え／ピッキング
／出荷　作業

入荷検品　作業 出荷検品　作業

入荷検品　作業

発注業務

・受注

・納品確定/納品書発行

・出荷指示書作成

加工センター 物流センター

小売

物流情報管理／在庫管理

清算業務 陳列業務

配送

保管　作業

情報センター

保管業務

受注確認　作業

・ピッキングリスト　・出荷指示書作成

配送

新技術活用ビジネスモデル概要
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商品と通い容器へのRFID貼付による日配品流通のトレーサビリティと効率的作業体系の確立株式会社　TKRビジネスサポート

「新技術」を活用する段階

加工センター

RFIDラベルの出力 入出荷検品 / ピッキング

ピ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
ラ
ベ
ル
出
力

ピ
ッ
キ
ン
グ
リ
ス
ト

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
ラ
ベ
ル
出
力

受
注
確
定
／
出
荷
指
示

受
注
確
定
／
出
荷
指
示

ピ
ッ
キ
ン
グ

ピ
ッ
キ
ン
グ

出
荷
検
品

出
荷
検
品

入
荷
準
備

入
荷
準
備

配送センター

ピ
ッ
キ
ン
グ

ピ
ッ
キ
ン
グ

出
荷
検
品

出
荷
検
品

入
荷
検
品

入
荷
検
品

小売

発
注
発
注

小売

入
荷
検
品

入
荷
検
品

入荷検品

新技術を活用
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平成平成2020年度　実証試験３年度　実証試験３

東北デルモンテ株式会社東北デルモンテ株式会社
鉄コンテナ等への鉄コンテナ等へのICICタグ貼付による加工用リンゴのタグ貼付による加工用リンゴの

集荷から加工ライン投入までの情報管理の効率化集荷から加工ライン投入までの情報管理の効率化
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鉄コンテナ等へのICタグ貼付による加工用リンゴの集荷から加工ライン投入までの情報管理の効率化東北デルモンテ 株式会社

食品の安全管理や品質管理などが叫ばれている昨今、流通の段階で商品をより的確に管理
していくことが求められている。

一方、現状では流通過程の中で、手作業と手書きの伝票による情報伝達が行われていること
が多く、正確に情報管理を行う上で多大な労力がかかっている結果となっている。

今回の実証事業では、当社におけるりんごジュースの製造過程の中で、新技術であるICタグ

を活用して、産地から工場までの情報管理を行い、それに伴う作業の効率化を目指していく。

事業の目的

工場へ入荷するりんごに関して、鉄コンテナで入荷するものはコンテナ単位、
プラバケットで入荷するものはプラバケットを積んだパレット単位にICタグ（パッシブタグを活用）
を貼り付け、ICタグの情報を流通過程の各ステージで読み取ることにより、情報の管理を行う。

ICタグの管理により産地からの出荷データと工場の加工データを結びつけ、製造ロット毎の産地、

入荷日を把握する。

鉄コンテナ及びパレットが出入りする毎にICタグを読み取ることにより、鉄コンテナ及びパレットの

流通管理（生産者・仲買人の誰がどの鉄コンテナ及びパレットを持っているか）を行う。

ICタグを読むことにより、工場内での在庫及びロケーション管理を行い、鮮度管理の充実及び

棚卸管理の省力化を図る。

事業内容
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鉄コンテナ等へのICタグ貼付による加工用リンゴの集荷から加工ライン投入までの情報管理の効率化東北デルモンテ 株式会社

体制

東北デルモンテ株式会社
＜実施主体/事務局＞

JFEエンジニアリング（株）

（現地調査・報告書作成／委託）

（有）竹田青果

（出荷者／実証事業協力）

検討委員会

JFEエンジニアリング（株）

プログラム・機器設計（請負）

　（検討会の開催、実証試験の実施）
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鉄コンテナ等へのICタグ貼付による加工用リンゴの集荷から加工ライン投入までの情報管理の効率化東北デルモンテ 株式会社

対象の品目

• 岩手県産を中心とした、国産のリンゴ

• 用途は加工品（ジュース等）
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鉄コンテナ等へのICタグ貼付による加工用リンゴの集荷から加工ライン投入までの情報管理の効率化東北デルモンテ 株式会社

ICタグの運用イメージ

東北デルモンテ産　地　・　仲　買

入荷

入荷検品
入荷登録

ICタグ

収穫
ICタグ

ICタグ ICタグ

保管場所へ移動

入庫登録
（ロケーション登録）

生産ライン投入
（出庫登録）

ICタグ

生産ラインに投入

貸出
出荷

ICタグ

空コンテナ

コンテナ
貸出登録

P箱

鉄コン出荷登録 出荷登録

入荷データ

★タグID
★産地（地区）
★入荷日時
★数量（重量）

製造データコンテナデータ

★タグID
★ライン投入日時

製造実績登録

★製造日時
★製品名
★製造ロット
★製造数量

コンテナ照会 原体在庫照会

★タグID
★ロケーション番号

製造実績照会

・入荷情報からの製造実績検索
★製造日時
★製品名
★製造ロット
★製造数量

実証実験システム

産地出荷データ

★タグID
★産地（仲買）
★出荷日時
★数量（重量）

★タグID
★産地（地区）
★出荷日時
★数量（重量）

インターネット

★タグID
★貸出先
★貸出日時

産地出荷照会

状態：返却済

状態：空コンテナ

・製造ロットからの投入原料検索
★出荷日時
★入荷日時
★産地（仲買）
★製造ライン投入日時・数量（重量）

入荷照会
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平成平成2020年度の実証試験の傾向と課題年度の実証試験の傾向と課題
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各実証団体のビジネスモデルの狙い

狙い狙い実施主体実施主体

・ 原料の流通履歴の管理

・ コンテナやプラバケットの流通管理

・ 工場内での在庫及びロケーション管理

　　多品種にわたるリンゴのＲＦＩＤによる在庫管理、棚卸管理の省力化

東北デルモンテ

・ 物流管理の効率化

・ 商品と通い容器のトレーサビリティ実現

・ 受発注情報と納品情報の「見える化」を実現する情報センターの構築

　　中小企業におけるＲＦＩＤ導入による各段階での入出荷業務の効率化

　　通い容器の紛失ロスを削減

TKRビジネスサポート

・卸売市場等での青果物（通い容器）のロケーション管理手法の確立

・ 温度履歴、流通履歴を中心としたトレーサビリティ情報の管理

　　商品がどのような環境で流通しているのかを正確に把握

T－Engineフォーラム

　入出荷の記録作業の効率化

　在庫把握の効率化

　トレーサビリティの実現

　通い容器のロス削減

狙いの共通点狙いの共通点
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各実証団体の対象品目と対象段階

対象段階対象段階対象品目対象品目実施主体実施主体

　農協（生産者）・集出荷業者　→　ジュース工場　加工用りんご東北デルモンテ

　加工センターからの出荷　→　物流センター　→　

　スーパー店舗への納品

　乳製品（1品目）

　こんにゃく加工品
　（1品目）

TKRビジネスサポート

　パッケージセンター　→　物流センター　→　

スーパー店舗への納品
　青果物（多品目）T－Engineフォーラム

フードチェーンにおける川上（東北デルモンテの場合）や川下（T-Engineフォーラム・
TKRビジネスサポートの場合）の限られた事業者間での取引を対象としている。

対象段階の共通点対象段階の共通点
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各実証試験に用いる電子タグ

タグＩＤ

タグＩＤ

タグＩＤ

温度データ

格納する格納する
情報情報

　通い容器

（鉄コンテナ・プラ
バケット）

　通い容器

（ラベル型ＲＦＩＤ
を添付）

　通い容器

（電子タグ同梱型）

貼付対象貼付対象 使用方法使用方法電子タグ電子タグ実施主体実施主体

各拠点においてハンディリーダーで読み取る。パッシブ型東北デルモンテ

物流センターなどの各拠点においてハンディリー
ダーまたはゲート型リーダーで読み取る。

パッシブ型
TKR

ビジネスサポート

・通い容器に内蔵した電子タグが、卸売市場や物
流センターに設置する基地局と定期的に交信する
ことで、情報システムが通い容器のロケーション
（位置情報）を把握する。

・温度ログデータを電子タグ内の蓄積し最終段階
で一括読み込みを行う。

アクティブ型
T－Engine

フォーラム

•電子タグの貼付対象がともに通い容器

•電子タグにタグＩＤを格納し、情報はサーバーで保管

電子タグの共通点電子タグの共通点
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各団体がこれから実証する課題とスケジュール

費用と効果の検証（測定方法の確立および定量化）

事業者間の役割分担の設計

事業者間でのコスト配分

運用ルールの設計

設計・開発設計・開発
　（１１月～１２月頃）　（１１月～１２月頃）

実証試験実証試験

　（１２月～２月頃）　（１２月～２月頃）

ビジネスモデルビジネスモデル
の評価の評価

　（１　（１22月～２月頃）月～２月頃）

報告書作成　報告書作成　

（３月末まで）（３月末まで）

今後のスケジュール今後のスケジュール
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実証する課題実証する課題
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